
（別紙４）

～ 2026年2月8日

（対象者数） 3人 （回答者数） 3人

～ 2026年2月8日

（対象者数） 7人 （回答者数） 7人

～ 2026年　2月　8日

（対象数） 3人 （回答数） 3人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・要望に応じて、訪問先の先生を各利用施設（児童発達支

援、放課後等デイサービス）に見学に来てもらい、療育見学

等を検討する。

2

・訪問先に適切なアドバイスができるように専門分

野でのスキルアップを図れるような体制を整える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・引き続き、ホームページで業務に関する発信を行う。

2

3

・現状利用児が弊所児童発達支援、放課後デイサービスを利用

しているので情報共有がしやすい。また共通認識にて連動して

支援がしやすい。

・事前に各利用施設（児童発達支援、放課後デイ

サービス）での利用児の様子をリサーチする。

また、児発管及び担当者から訪問先でのカンファレ

ンス時の内容を共有している。

・経験豊富な職員（5年以上の保育士）が担当している。 ・利用児の課題や支援内容を訪問先と共有できるよ

うに訪問後カンファレンスの時間を設けている。

・訪問後速やかに出来るだけ詳細な報告書を保護者

に提出している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・SNS等で、活動概要や連絡体制等の情報や業務に関する発

信。

・園での直接支援を行ってはいるが、他の園児の事もあり、発

信はあえて控えている。

2026年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2026年　1月　15日

○事業所名 レゴンキッズ都島

○保護者評価実施期間 2026年1月15日

○保護者評価有効回答数

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


